
も
っ
と

松
戸
の
風
土
や
歴
史

松
戸
市
立
博
物
館
友
の
会
は
、
市
立
博
物
館
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
的

な
集
ま
り
で
、
「
会
員
同
士
が
交
流
を
深
め
、
楽
し
く
学
ぶ
」
こ
と
を

目
的
に
、
昨
年
発
足
し
た
会
で
す
。

講
演
会
や
館
外
見
学
会
、
竹
ト
ン
ボ
つ
く
り
教
室
、
博
物
館
の
企

画
展
示
説
明
会
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
学
べ
る
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
の

人
が
集
ま
り
、
歴
史
や
郷
土
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
お
互
い
に
学
習
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
一
緒
に
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

固
市
立
博
物
館
友
の
会
事
務
局
（
博
物
館
内
）
a
3
8
4
・
8
1
8
1

友

の
会
は
、
昨
年

６
月

に
博
物

館
と
市
民

が
協
力
し

て
発
足

し
ま

し
た

。
同
会

は
、
博
物
館
を
母
体

と
し
た
活
動

を
行

っ
て

い
ま
す
。

昨
年

の
主

な
事
業

は
、
友
の
会

会
長

・
濱
島
正
士

氏
が
昨
年

ま
で

勤
務
し
て

い
た
国

立
歴

史
民

俗
博

物
館

の
体

験
を

も
と
に
「
博
物
館

と

の
関

わ
り
」
に
つ

い
て
の
講
演
。

館
外
見

学
会

は
、
佐

倉
市

に
あ
る

国
立
歴

史
民

俗
博

物
館

と
武
家
屋

敷

の
町

並
み
を
見

学
。
ま
た
、
弥

生
人

の
脳

が
出

土
し

た
鳥
取

県

・

青
谷
上
寺

地
遺
跡

の
企
画

展
示

説

明
会
を
行

い
ま
し

た
。

子

ど
も
向
け

に
は
「
夏
休

み
子

供
教
室
・
竹

ト
ン

ボ
つ
く
り
」
を

開
催

。
簡
単

な
道
具
で
物
を
作

る

こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
を

冉

発
見
し

た
よ
う

で
す
。

博

物
館

と
共
催
の
常
設
展
示
講

座

は
、
旧

石
器
時
代
に
始
ま
り
縄

文

時
代

か
ら
現
代
ま
で
の
展
示
に

沿

っ
て
講
師
か
ら
説
明
を
受
け
、

そ

の
後
、
講
堂
で
そ
の
時
代

の
特

徴

、
問
題
点
等
を
聞
ぐ
講
座

で
す

。

一
回
目

は
老
舌

石
材
研
究
所

の
柴

田
徹
氏

に
「
旧

石
器
時
代
の
石
材

の
流
通
」

に
つ

い
て
お
話

い
た
だ

き

ま
し

た
。

こ

の
講
座
は
、
松
戸
市

の
風
土

や
歴

史
を
知

っ
て

い
た
だ
く
た

め

に
、

今
後
、
シ
リ
ー

ズ

で
行
う

予
定
で
す
。

夏休み子供教室・竹トンボつくり

①会員証で常設展が入場無料

②企画展の招待状を1人1 枚プレゼント

③情報満載の会報を配布

④友の会行事・博物館共催行事に優先参力[]

⑤博物館発行の出版物が割引に

こ
れ
か
ら
も

楽
し
い

企
画
が
　
め
じ
ろ
押
し

友

の
会

で
は
、
こ
れ
ま
で
実
施

し
て
き
た
事
業

の
経
耿

を
生
か
し
、

よ
口
充

実
し
た
楽
し

い
事
業
を
計

画
し

て

い
ま
す
。

ご
講

演

会

・

講

座

総
会

（
５
月
1
0日

出
を
予

定
）

の
後
に
松
戸
市
の
歴
史
に
関
連
す

る
講
演
会

を
行

い
ま
す
。

常
設
展
示

講
座
は
、
原
始
、
古

代
、
中
世
、
近
世
、
近
代
、
現
代
、

野
外

展
示

と
年

間
を
通
し
て
順
次

開
催

し
て

い
き
ま
す

。

じ

見

学

会

そ
の
ほ
か
館
外
見
学
会
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。
市
内
で
行
わ

れ

て

い
る
遺
跡
の
発
掘
調
査

や
遺
跡

も
機

会
を
み
て
見
学
し

ま
す
。

武家屋敷を 見学（佐倉市）

松戸市立博物館友の会

・一般会員　…　　　　　2,000 円

４準会員（小・中学生）･‥　500 円

j9家族会員（同居家族）…3,000 円

６贊剛］会員（一口）　 …10,000 円

※入会の月により会費は変わります。

いつでも入会できます。

専用の郵便振替用紙（博物館、8支所 、

図書館本館・分館などにあります）で通信

欄匚必要事項を記入のうえ､ 会費をお振り

込みください。

納入確認後、会員証をお送りします。

ヽ
体

験

教

室

「

米

を

作

る

」

博
物
館

で
は
2
1世
紀
の
森
と
広

場
で
「
米
作
り
」
を
行

っ
て
ま
す

。

昔

な
が
ら
の
農
法
で
、
田
植
え
、

田

の
草
取
り

、
稲
刈
り
等
す

べ
て

人
力

で
、
春
か
ら
秋
ま
で
季
節

ご

と
の
農
作
業
が
味
わ
え
ま
す

。
米

も
現

代
の
白
米
、「
古
代
米
」
と
言

わ
れ
て

い
る
赤
米
、
黒
米
と
三
種

あ
り

、
成
長

に
つ
れ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
性

質

の
違

い
を

観
官
甼
名

こ

と
が
で
き
ま

す
。
も
ち
ろ

ん
昧

も
そ
れ

ぞ
れ
個
性
的

で
す
。市立博物館

「

火

お

こ

し

プ

囗

」

養

成

講

座博
物
館
は
市

内
の
小
学
校

か
ら

総
合
学
習
の
一
環
と
し
て

さ
ま

ざ

ま
な
事
業
を
要
請
さ

れ
ま
す

が
、

そ
の
中
で
も
縄
文
時
代
以
来
行

わ

れ
て
き
た
昔
の

「
火

お
こ
し
」

は

人

気
が
あ
り
ま
す
。
博
物
館
事

業

と
し
て
「
火
お
こ
し
」

の
実
演

を

行

え
る

プ
ロ

を
養
成
し
ま

す
。
体
力
、

気
力
に
自
信

の
あ

る
人
、

ご
応
募
ぐ
だ

さ

い
。

「

語

り

部

」

博
物
館
で
は
、
７
月
～
９
月

に

学
習
資
料
展
「
道
具
と
く

ら
し

」

を
開
催
し
ま
す

。
展
示
資
料

の
中

に
は
現
在
で
は
使
わ

れ
な

い
道

具

も
あ
り
、
古

い
道
具

の
使

い
方

を

見

学
者
に
説
明
し
て

い
た

だ
け

る

人
、
お
待
ち
し
て

い
ま
す

。

市

立

博

物

館

は

、

多

く

の

皆

さ

ん

の

ご

支

援

を

得

て

、

今

年

４

月

で

開

館
1
0

周

年

を

迎

え

ま

す

。

こ

れ

を

記

念

し

て

、
1
0
月
1
1
日

山

～

Ｈ

月
3
0
囗

卸

、

特

別

展

「

川

の

道
　

江

戸

川

」

を

開

催

す

る

予

定

で

す

。

松

戸

の

歴

史

や

私

た

ち

の

生

活

に

か

か

わ

り

の

深

い
江

戸

川

を

取

り

上

げ

、

さ

ま

ざ

ま

な

視

点

か

ら

紹

介

し

ま

す

。

そ

の

ほ

か

、

４

月
2
6
日

出

～

６

月
1
5

日

剛

に

小

野

遺

跡

や

稔

台

遺

跡

を

は

じ

め

、

最

近

、

報

告

書

が

刊

行

さ

れ

た

遺

跡

の

出

土

品

を

公

開

す

る

「

館

蔵

考

古

資

料

展

」
、
７

月
1
2
日

出

～

９

月
2
8
口

㈲

は

、

小

学

四

年

生

の

社

会

科

教

科

書

の

単

元

に

対

応

し

た

学

習

資

料

展

「

道

具

と

く

ら

し

」

を

予

定

し

て

い

ま

す

。

固

市

立

博

物

館

公
3
8
4・
8
1
8
1

４

月
1
3
日一

般
選
挙
の
投
票
日

選
挙
権
 
未
来
を
決
め
る
 
切
符
だ
ね

（
千
葉
県
統
一
標
語
）

告

示

け

：
４

月

４

日

㈲

投

票
日
・
：
４

月

Ｂ
日

㈲

投

票
時

間
：

牛

前

７

時

か
ら

午

後

８

時

ま

で

囲

罘

：
午

後

９

時
1
0
分

か

ら

松

戸

運

動

公

園

体

育

館

で

即

日

開

票

投

票
で

き

る
人

…

昭

和
5
8
年

４

月

1
4日

ま

で

に

生

ま

れ
、

平

成
1
5
年

１

月

３

日

ま

で

に
松

戸

市

に

転
入

の

届

け

出

を

し

、

引

き

続

き

居

住

し

て

い

る
人

。

※
平

成
1
5
年

１

月

４

日

以

降

に
千

葉
県

内

の

他

の

亟
区

町

村

か

ら

転
人

の
届

け
出

を

し

た

人

は

、

松

戸

市

で

発
行

す

る

「
居

住

証

明

書

」

を

持

参

す

れ

ば
前

住

所

地

で

投
票

で

き

る
場

合

が
あ

り

ま

す

の

で

、

前

住
所

地

の

選

挙

管

理

委

員

会

に

お

問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い
。

※
松

戸

市

の
選

挙

人

名

簿

に

登
録

さ

れ

て

い
る

人

が
、

投

票

日

前

に
松

戸
市

か

ら

千

葉

県

内

の
他

の
市

区

町

村

に

転
出

し

た

場

合

は

、

転
出

先

で

発
行

す

る

「
居

住
証

明

書

」

を

持

参

す

れ

ば
松

戸
市

で

投

票

す

る

こ

と

が
で

き

ま

す

。
千

葉
県

外

へ

転

出

し

た

場

合

は

投

票

で

き

ま

せ

ん

。

不

在

者
投

罘

：
投

票

日

に

投

票

で

き

な

い
人

は
不

在

者

投

票

が
で

き

ま

す

。

①
不

在

者

投

票
（
二
場

に

用

意

さ

れ

た
不

在

者

投

螫
一
日
、誓

書

兼

請

求

書

に

記

さ

れ

た
不

在

者

投

票

の
理

由

の

中

か

ら

該

当

す

る
も

の

を
選

ん

で

く

だ

さ

い
。

受

け

付

け

が
済

む

と

投

票

用

紙

と

内

封

筒

・
外

封

筒

が
渡

さ

れ

ま

す

。

②
記

載

所

で
投

票

用
紙

に

記
入

し

、

投

票

用

紙

を
内

封

筒

に
入

れ
て

封

を

し

、

さ

ら

に

外

封

筒

に
入

れ

て

封

を

し

て

か

ら

、

そ

の
外

封

筒

に

自

分

の
氏

名

を

記

載

し

て

受

領

係

に

提

出

し

ま

す

。

不在者投票

会場
市 役 所 本 館2 階 大 会 議 室

市 内8 支 所

期間 4月４日㈲～12 日(士)

時間 午前8時30 分～午後8時

不 在 者 投 票 は 上 記 の 期 間 、土 ・日 曜

日を 含 む 毎 日 で き ま す 。

固
市
選
挙
管
理
委
員
会

登
3
6
6
・
７

現在、千葉県では交通死亡事故が増え

ています。そのほとんどが、チャイルド

シートやシートベルトを着用し ていない

事故です。

松戸市安全都市協議会では 、交通事故

の防止を図るため、指定リース業者と協

定をし 、本来のリース料金の半額で利用

していただける事業を行っています。

対象市内在住の乳幼児のいる家庭で、

自動車を利用している人　リース期間5

ヵ 月以内　 利用台数毎月30 台（乳児用

O力月～5ヵ月、乳幼児用6ヵ月～∠|歳）

圃利用希望月の前月の巧日までに直接 、

松戸市安全都市協議会事務局〔市役所本

館3階 、安全課内(Q366 ―ﾜ3印 ）〕へ

千
葉
県
議
会
議
員

こ
ん
な
人
も
募
集

今すぐ入りたい！

知
ろ
う
よ

15年度

会員になるとこんなにお得

年会費はいくらかかる？

開　館

10周年

※
参
加
す

る
に
は
会
員
に
な

る
こ
と

が
必
要
で
す
。

ﾁｬｲﾙ ﾄﾞｼｰﾄが

ご利用できます

リース料金の半額で

は

で
す



大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
う
北
部
市
場
祭

会
場

市制施行60周年記

念

第13

回
雨天決行

北部市場祭
開始時問 ステージ 時間 模擬店等の内容

9:00 開会式 9:35

S

売 り 切 れ

る ま で

販

売

・ マ ク ロ の 即 売

・ 鮮 魚 ・千 物 の 即 売

・ 野菜･ 果物の 産地直売

・ 食 肉 の 即 売

・ 花 木 の 即 売

9:35 お はやし･ 太鼓( つづ み 迪)

10:00 ハワイアン・ダンス

10:40 阿波踊り
9:35

S

13:00

催

し

物

・ 豚 汁 の無 料 配 布

(2,000 食)

・ ウ ナ ギ の つ か み取 り

・ 模 擬 店

11:30 カラオケ大会

13:00 閉会式

交

通
馬
楫

駅
東
口
、
ま
た
は
新
京

成
八
柱

駅
南
口

・
武

蔵
野

線
新
八

柱

駅
か
ら
新
京
成
バ
ス
「
小

金
原

団
地
」
行

き
で
「
食
品
流
通
セ
ン

タ

ー
」
Ｔ
古
徒

歩
１

分

車でのご来場はご遠慮ください

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

｢小金の歴史を生かしたまちづ くり提案｣

3 月19 日伽～23 日日 の5日間汀 小

金の歴史を生かしたまちづ＜リ提

案丿展示会とミニ・シンポジウムが

開催されます。

これは、千葉大学園芸学部とワシ

ントン大学（UW ）のそれぞれ環境

デザインを専攻する学生たちが、ま

ちの将来を考えるきっかけの場にで

きたらと企画したものです。

展示会場も1ヵ所ではなく 囗石の

中に点在する形にするなど 、さまざ

まなアイデアあふれるイベントとな

っています。

圄千葉大学園芸学部・木下O308-

8880

展示

日時…３月19 日㈲～23 日(日D (23 日

(日)は午前中のみ)

会場…ピコティ西館など街の中に

点在

ミニ・シンポ

日畤…3月23 日(日)午後1時30 分～5 册

会場…東漸寺幼稚園ホール

定員…当日先着100 人

出演予定･･･日米学生チーム代表 、

ワシントン大学助教授・シェフ・ホ

ウ氏、地元団体( 引前倶楽部、小金

をよくする会等) 、市都市整備本部

企画管理室職員、千葉大学教授・小

野佐和子氏、千葉大学助教授 一木下

勇氏

ミ ニ リ サ イ ク ル プ ラ ザ 再 生 木 製 品 展

示 ・ 販 売

受付 期 間4 月14 日(月)まで の 午 前10 時 ～

午 後4 時( 土･ 日 曜 日 、祝 日 を除 く。4 月

14 日 は午 前11 時 まで) 会 場 和名 ヶ 谷 ク

リ ー ン セ ン タ ー 内 ミ ニ リ サ イ ク ル プ ラ

ザ 抽 選日 時4 月14 日(月)午前11 時 か ら

圖 ミ ニ リ サ イ ク ルプ ラ ザ0392 ―3051 、

環 境 計 画 課*5366 ―7332

圓htlp://ｗｗｗ.intership. ｎｅ.jp/mcity/

matsudo/gomi/saisei/

犬のしつけ方教 室

犬とともに幸せに暮らしていくため

に、必ずきちんとしつけましょう。

毎月第2火曜日（祝日の場合は実施し

ません）午後1時30 分～4時30 分　会場

千葉県動物愛護 センター東葛飾支所

（沼南町高柳1018 の6）　内容講義＝教

室開催の目的、関係法令、適正な飼養

管理・健康管理、犬の本能・習性、実

技＝ モデル大による実演および実習

定員先着15 組　費用800 円（剛千葉県

動物保護管理協会賛助会員は無料）

※飼犬の同伴はできません。

隰電話で千葉県動物愛護センター東葛

飾支所登04-71 91 一〇〇50へ

市
民
の
食
生
活
を
支
え

る
卸
売
市
場
を
身
近
に
感

じ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、

「
北
部
市
場
祭
」
を
開
催
し

ま
す
。

青
果
物
・
水
産
物
な
ど

の
即

売
と
模
擬
店
の
出
店

な
ど
、
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
の
で
、
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

圖
北
部
市
場

登
3
4
1
・
６
１ ※身近な情報をお寄せください。
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］
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５
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９
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嶋
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踊
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時
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］
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女

二
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に

よ

る
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基

本
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中

心

に

レ
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ス
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費

用

月
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（
入

会

金
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円
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②
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市
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タ
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対

象

①

初

級

者

②

罌
心
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費

用

月

額

①

二

千

円

②

千
一
一
百

円

呈

②

と

も
入

会

金

な

し

）

固
平

井
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3
4
1・
3
5
4
8

作
コ

ー
ナ

ー
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午

後
２

時
～

３
時

）

会
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根

本

内
車

小

学
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体
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内
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形

劇

、

ボ

ー

ド

ビ
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他

費

用

無

料

猖

ポ

ケ

ッ

ト
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庫

・
菅

原

昔
3
4
5
・

［

］
親

子

で

グ

ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル

フ

を

楽

し

む

会

３

月
2
3
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㈲

午

前

９

時

～

午

後

１

時

会

場

根

本

内
卓

小

学

校

対
象

小
学

生
以
Ｌ
　

費

用
百

円
（
保

険

料

）

圃
当

日

会

場

で

圖
体

育

指

導
委

員

・
市

村

昔
3
4
2・

6
1
9
0

（
夜

間

の
み

）

［
］
ネ

イ

チ

ャ

ー

ゲ

ー

ム

「

春

の

ひ

ざ

し

を

あ

び

て

木

と

遊

ぼ

う

」

３

月
2
3
日

雇

午
前
1
0
時

～
正

午

〔
雨

天

中

止

〕
　
会

場

関

さ

ん

の
森

（
Ｊ
Ｒ

新

松

戸

駅

よ

り

徒

歩

十

分

）

内

容

木

を

テ

ー

マ

に

し

た

ネ

イ

チ

ャ

ー

ゲ

ー

ム

の

体

験
　

費

用

二

百

円

（
四

歳

以

上

）

圖

ま

っ

ど

ネ

イ

チ

ャ

Ｉ

ゲ

ー

ム

の
会

寺

田

昔
3
8
6・
7
8
0
7

里親さがしの会

犬・猫を飼いたい人と、もらい手を

探している飼い主さんとの出会いの場

です。

開催日時毎月第3金曜日（祝日の場合

は実施しません） 会場千葉県動物愛護

センター東葛飾支所（沼南町高柳1018

の6）

①犬・猫をもらいたいとお考えの人

当日午後1時30 分までに会場においで

いただき、講習会を受講（受講しない

と参加できません）　持ち物印鑑・筆

記用具・犬猫を搬送する入れ物　 費用

300円（テキスト代）

②犬・猫のもらい手をおさがしの人

当日午後2時までに犬・猫を連れてき

てください。講習会終了 までお待ちい

ただきます。

※自由参加型の会ですので、当日犬･ 猫

がいなかったり、もらい手が見つから

ない場合もあります。もらい手が見つ

からない場合は連れて帰っていただき

ます。

圃当日会場で

固松戸保健所登361-2121 、千葉県動

物愛護センター東葛飾支所c04-7191

－0050

菜の花の栽培管理

街頭で「なのはなエコプ囗ジェクト」

の菜の花の種を入手された人にお知ら

せします。

県内には、ミツバチを受粉に利用し

ている梨農家がありますが、ミツバチ

は菜の花の蜜が好物なだめ、梨栽培の

妨げとなる可能性があります。近くに

梨園がある場合などは菜の花の刈り取

りをお願いすることがあります。

戛県環境政策課登043-223-4144

第 ４９回 シ テ ィ ー ・ ミ ニ コ ン サ ー ド

3 月19 日 伽 午 後O 時15 分～O 時45

分　 会 場 市 役所1 階 連 絡 通 路　 内 容

戸 邉 裕子 （メ ソ ・ソ プ ラ 刀 、中 津

留 絵 里 力［］（ピ ア ノ） によ る 「 オペ ラ

「 カ ル メ ン 」 よ リ ハ バ ネ ラ 」（ビ ゼ

ー ） ほ か を 演 奏　 費 用 無 料

※生 の 演 奏を お 子さ ん と 一 緒 に気 軽

に お 楽し み く だ さ い 。

回 社 会 教 育 課 ≫366 ―ﾜ ∠162

市民農園利用者を募集

募集する市民農園かわかみ市民農

園　区画数85区画（1区画15 平方に）

使用料9,000円（1区画） 利用期間契

約日から2年間（継続可）　対象市内

在住・在勤の世帯（1世帯2区画まで）

※市民農園には自転車置場､ 水道、休

憩所の施設はありますが､ 駐車場や

収納施設はありません。

匣3 月22日出〔必着〕までに、往復八

ガキ（1世帯1通）に郵便番号・住所・

氏名・電話番号・利用区画数・返信用

あて名を記入して（返信ハガキの裏面

には何も書かないでください）、〒270

2232 松 戸 市 和名 ケ谷622 川 卜安 へ

※応募 者多 数の 場合 は抽選 となり ま す。

※結 果 お よ び 入 園 手 続 き の 詳 細 は 。

返 信 ハガ キで お知 ら せ し ま す。

固 みどり と 花の 課 保全 係c366-7378

3/23  (日)
小金・小金原・

馬橋支所版

午前9時～午後1

時

※一部内容に変更かおる場合があります。

会

員

募

集

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

小金発

展 示 会 と ミ ニ ・ シ ン ポ

呟http://ｗｗｗ.ｃａｕp.Washington.ed ｕ/html/larch/chiba/

日米の学生による



3月28 日廊・29 日出・30 日日 各午後1

時30 分～4 時30 分　会場森のホール21 情

報センター　内容自分で撮影したビデオ

の編集を体験①初級＝編集機の使い方 、

タイトルの入れ方②中級＝音楽を入れる

等の編集方法　対象①初めて講座を受け

る人②初級講座修了者　定員各日先着6

人　持ち物自分で撮影したビデオテープ

と新しいビデオテープ　費用無料

※著作権のある著作物は編集できません。

圃3 月20 日㈲午前10 時から、電話で森の

ホール21 情報センターS384 ―505CX代)へ
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風
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⑨
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描
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、
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菊
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1
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、
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わ

り

で

ラ

ー
メ
ン

を
提

供

し
ま

す
（
代

金

は

二

百

円

か

ら

）
。
皆

さ

ん

の

暖

か

い
励

ま

し

と
率

直

な

ご
意

見

を

お

聞

か

せ
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※身近な情報をお寄せください。

串
崎
南
町

自
治
会
館
か
完
成

し
、
２
月
1
5日
に
竣
工
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が
行

わ
れ
ま
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た

。
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さ
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よ
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年々、踊りの輪が大きくなる六

実桜まつりの阿波踊り。今年は4

月６日(日)に行われます。
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練習日時…第1 ・第2火曜日、第3

第4木曜日各午後7F時～9 時

会場…いぶきの広場( 五香5 の10

の4)
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松戸市高齢者ケア会議

3月28日銜午後1時～3時 会場市役所

新館7階会議室　傍聴定員先着10人

圉電話またはファクスで介護支援課昔

366―734308363―4008へ

平成15 年度千 葉県ＮＰＯ関 連事業 説

明会

①柏会場＝3 月19 日水)午後2時～4時30

分　会場さわやかちば県民プラザ

②千葉会場＝3 月24日(月)午後1時30 分～

4時　会場県文書館

内容平成15 年度千葉県ＮＰＯ関連事業

および国関連ＮＰＯ関連事業の説明

圃電話で千葉県県民生活課ＮＰＯ室公

043-223-4133 へ

住宅リフ ォーム相談と市民 講座

３月22日出午前10時～午後4時＝住宅

リフォーム相談、午後2 時～3時＝市民

講座　会場八柱市民センター　内容リ

フォームのポイントとバリアフリー住

宅　 講師松戸住宅リフォーム相談員

費用無料

圃当日会場で

固松戸住宅リフォーム相談員協議会昔

361 -9545

支援費制度の説明 会

平成15 年度4月1日から、障害者に対

する福祉制度が現在の「措置制度」か

ら「支援費制度」に変わります。それ

に伴う、「支援費制度」説明会を実施し

ます。

3月22日出午前10時～正午　会場健康

福祉会館（ふれあい22 ）　対象①市内

在住の身体障害者、知的障害者および

その家族②その他希望者　費用無料

國障害福祉課c366-7348

災 害 救 援 ボ ラ ン テ ィ ア 講 座

4月23 日(水)・24 日困 ・25 日 淦)〔全3 回 〕

午前9 時～ 午 後5 時　 会 場千 葉 県中 央 防 災

セ ン タ ー ほ か( 千 葉 市) 内 容 災 害模 擬

体 験 、応 急 手 当( 上 級) 、情 報 収 集 ・ 伝

達 と避難 誘 導 ほ か　 対 象県 内 在住･ 在 勤

・在 学 の人　 定 員 先 着40 人　 費 用9,900

円 、学 生3,300 円( 教 材 費 ・保 険料)

※成 果認 定 者 に はセ ーフ テ ィ ーリ ーダ ー

認 定 証 ・上 級救 命 技 能 認 定 証 を交 付

圃電話で災害救援ボラ

ンティア推進委員会昔

03-3584-4085 へ（月

～金曜日午前10時～午

後5時）

まつど市民活動サポートセンター（会

議室等）の４・5・6月分の予約につい

て

予約開始日３月17 日（月）午前10 時 から

予約専用電話0365 ―5588  (平日午前

10時～午後4時）

※予約開始日のみ、［一通話―予約］とさ

せていただきます。

4月からの開館時間および休館日

開館時間午前9時～午後9時（日曜日は

午後5時まで） 休館日毎月第1･ 第3水曜

日および年末年始（12月29日～1 月３日）

※各種ボランティア・ＮＰＯ等の「市民

活動」や「講演会・イベント」等の

紹介、「ボランティア募集」等の情報

を募集しています。

圜まつど市民活動サポートセンター登

368-1814

市立福祉医療センター健康塾「介護

保険で在宅介護」

３月27日崇午後3時～4時30分　会場

東松戸病院大会議室　講師中央在宅介

護支援センター保健師　定員先着70人

費用無料

圃電話で東松戸病院保健福祉医療室昔

391 -5500へ

光奨学会の奨学生を募集

対象勉学の志があり、経済的な理由

で進学が困難な県内在住の高校・大学

生　支給月額高校生=  15,000円、大学

生－20,000円（返済不要）　募集人数

高校生＝9人、大学生2
人　受付期限3 月31 日

㈲

圖剛光奨学会（イワブ

チ㈱内) S368-2222

公民館運営審議会

３月26 日㈲午後6時30 分から　会場矢

切公民館

奈傍聴できます。議題はお問い合わせく

ださい。

圖公民館登368-1214

愛の献血

松戸青年会議所

３月29日出午前10時～11時45 分、午後

1時15分～4時30分　会場西友常盤平店前

献血推進協議会

３月30 日(日午 前10時～11時45 分、午後

1時15分～4時30分　会場西友常盤平店前

固保健福祉課登366-7487

自治会館が完成

六実桜まつり

常盤平・六実・

東部支所版

第

二
期

生

ら
ー
め
ん
寺
子

屋
常盤平発

情報センタービデオ編集講座

(初級・中級)

六実発

阿波踊り参加者を募集

常盤平

発
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迷
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盲導犬 体験フ ェア

3月23 日(日)午前9 時30 分～午後3

時　 会場柏市中央公民館　 内容①

盲導犬の基礎知識②盲導犬ユーザ

ーの体験談③白杖歩行の実習④盲

導犬体験歩行 の講習 ・実 習など

定員実習先着60 人 、聴講先着60 人

費用無料(懇親会参加者は1,000 円)

圜柏市身体障害者福祉センター昔

O∠1―7163 ―9353

２
月
2
5日
、
新
松
戸
市
民
セ

ン

タ
ー
で
、
新
松
戸
西
小
学
校
五
年

二

組
の
児

童
が
、「
い
き

い
き
サ

ロ

ン
」（
新
松
戸
地
区
社
会
福
祉
協

議

会

主
催

）
の
お
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り
五
十
人

と
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を
行
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ま
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や
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折
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ど
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だ
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か
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子
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ソ
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で
作
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た
手
作
り

の
顔
写
真

入
り

名
刺

が
お
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り

に
手
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れ
、
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て
友

冊
ば
れ

て

い
ま
し
た
。

さくらを植樹

西馬橋環境を守る会市内小中学生が坂川放水路の河川清掃

六間川をきれいにする会

記念ミニコンサート
新松戸発

平成6 年から 、六間川の水質浄化

を目的に 、定期清掃などの活動を

続けている河川愛護団体「六間川

をきれいにする会」（会長・上田道

男氏）。2 月１１日、もっと水質がよ

くなるようにとの願いを込め 、六

問川沿いに2∠E本のさくらを植樹し

ました。

「西馬橋環境を守る会」は､平成5 年

から 、新坂川の清掃や馬橋駅西口花壇

の花植えを行ってきました。

節目を迎えた今年1 月28 日、馬橋市

民センターで琴のミニコンサードを開

催しました。

会では、河川清掃や花壇の花植えボ

ランティアを募集しています。

回西馬榲環境を守る会・熊谷S343-

6638

2 月28 日、古ヶ岫地先の江戸川で、市内小

中学校の児童･ 生徒が育てた鮭の稚魚13,000

匹が放流されました。

この稚魚は､ 松戸中央ライオンズクラブが、

毎年市内全小中学校に配布しているもので 、

今年で21 回目になります。放流された稚魚は、

昨年11 月に配られた受精卵∠14,000粒を学校

の水槽でふ化させたもの。この日の放流会に

は30 校が参力［］し 、子どもたちは「鮭が戻って

くるのが楽しみ」と話していました。

坂川放水路の「圈の榲」から「ｲ中道橋」

までの土手で、新松戸南小学校の3年生

と5 年生60 人が、1月29 囗、環境学習の

一環としてごみ拾いをしました。

ごみの中には、ポイ捨てされた缶やペ

ットボトルがたくさんありました。参加

者は、「ごみのポイ捨てはやめてほしい。

捨てられたごみは誰かが拾わなければそ

のままです。一人ひとりの心がけの問題

だと思います」と話していました。

催
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出
午

後

１

時
3
0
分

～

５

時

会

場

市

民

会

館

内

容

講

義

と

体

験

発

表

、

話

し

合

い

な

ど

定

員

先

着
百

五

卜

人
　

曹
用

無

料

圃
電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス
で

千

葉

言

友

会

事

務

局

・
苅

部

昔
0
7
0・
５

３

９

９

・
4
5
4
9

（
電

話

は

夜

間

の

み

）

隰
3
4
5・
6
6
4
4

へ

［

］
親

子

で

遊

ぼ

う

会

３

月
2
6
日

水
午

前
1
0
時
3
0
分

～

正

午

会

場

青

少

年

会
館

内

容

絵

本

・
わ

ら

べ
う

た

・
手

遊

び

な

ど

の

親

子

遊

び
　

費

用

二
百

円

圜
親

子

で

育

つ

風

の
子

グ
ル

ー

プ

・
弥

富

昔
3
4
4・
8
1
2
5

［

］
小

金

原

写

友

会

作

品

展

３

月
1
8
日

火

～
2
3
日

㈲

午
前
1
0

時

～

午

後

６

時

（
初

日

は

午
後

１

時

か

ら

、

最

終

日

は
午

後

５

時

ま

で

）
　

会

場

文
化

ホ

ー
ル
　

内

容

風

景

写
真
　

費

甲

人
場

無

料

圖
小

金

原

写

友

会

・
阿

部

登
3
4
1・

［

］
話

し

方

三

サ

ー

ク

ル

合

同

発

表

会

３

月
2
3
旧

凹

午

後

６

時

～

９

時

龠
殲

市

民
劇

場
　

内

容

松

戸

話

し

方

友

の

会

・
松

戸

ア

サ

ー

シ

ョ

ン

研

究

会

・
話

楽

の
友

の
会

合

同

主

催

に

よ

る

会

員

の
三

分

話

と

松

戸

胡

弓

の

会

の
演

奏
　

曹
用

無

料

固
松

戸

話

し

方

友

の
会

・
小

林

昔

3
8
6
・
3
7
1
0

【

】
楽

し

く

身

に

つ

く

「

若

い

人

の

生

活

講

習

会

」

４

月
2
6
日

～
1
2
月

６

囗

の
月

一

犬

一
回

の
上

曜

日

〔
全

十

五

回

〕

午

後

３

時

～

６

時

会

場

女
性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ
ど
　

内

寮

什
理

・
衣

服

の
手

入

れ

・
収

納

の
方

法

な

ど
　

眥

拑
二
万

七

千

円

（
講

習

料

・

テ
キ

ス

ト

・
材
料

費

を

含

む
）

圃
電

話

で

松

戸

友

の

会

・
藤

井

登

3
6
3
・
７

βり
９【
】り乙
へ

［

］
矢

切

歴

史

散

歩

①

３

月
2
6
日

伽
午

前
1
0
時

京

成

バ
ス

「
木

川

工

場

間
」

バ

ス

捏

開

集

合
　

内

容

江

戸

川

沿

い
に

点

在

す

る

庚

申

塚

・
弁

財
天

・

水

神

を

見

な

が
ら

柳

原

水

閘

ま

で

②

４

月

２

日

則
午

前
1
0
時

総

合

福

祉

会

館

前

来

往
　

内

容

上

矢

切

神

明

神

社

・
香

取

神

社

・

矢

切

神

社

・
野

菊

の
墓

文

学

碑

な

ど

①

蒻

と
も

正

午

頃

解

散

予

定

室
閃

泌

郷

土

研

究

家

・
渡

辺

幸

三

郎

氏
　

定

員

先

着

三

十

人
　

善
用

無

料
圃
電

話

で

矢

切

の
遺

跡

を

知

る

会

・
浅

井

昔
3
6
4・
6
3
5
6

へ

［

］
登

山

初

級

・

甲

州

高

尾

山

（
山

梨

県

）

か

ら

大

滝

不

動

３

月
3
0
口
‥
襾

午

前

６
時

新
松

戸

駅

前

集

合

、
午

後

７

時
3
0
分

解

散

予
｛
疋

内

容
山

梨

県

勝

沼

か
ら

甲

州

高

尾

山

こ

○

九
二

片

｝

に

登

り

早

春

の
花

を

見

な

が
ら

懸

崖

の

滝

の
不

動

を

め
ぐ

る
　

対

象
六

十

歳

未

満

の
人
　

定

員

先

着

二

十

五

人
　

費

用

四

千

八

百

円

（
貸

切

バ

ス

代

・
保

険

料

を
含

む
）

圃
電

話

で

山

遊

塾

・
永

田
S
0
9
0・

８

８

０

３

・
8
3
4
6

丶

【

】
話

し

方

講

座

「

親

し

み

を

深

め

る

人

間

関

係

」

４

月

５

日

出

・
1
2
日

出

・
1
9
日

巾

〔
全

三

回

〕

午

後

１

時
3
0
分

～

４

時

会

場

市
民

劇

場

内

容
明

る

く

素

直

な

表

現

力

を

身

に
付

け

る
　

定

員

先

着
二

十

五

人
　

登

用

三

千

円

圉
電

話

で

松

戸

ア

サ

ー

シ

ョ

ン
研

究

会

・

堀
口

昔
0
4
・
７

１

８

４

・

0
2
4
5

へ

【
】
松

戸

・

流

山

水

防

団

五

十

周

年

記

念

碑

除

幕

式

３
月
2
1
日

㈲
午
前
1
0
時

か
ら
〔
雨

天

中

止

〕
　
会

場
江

戸
川
堤

防
（
松

戸

市

・

流
山

市

行

政
境

）
　

ア
ト

ラ

ク

シ

ョ

ン
利

根

地

固

め
唄

保

存

会

に

よ

る
堤

防
作

り

の

作

業

玉

羽

扛

ち

）

唄

の
実

演
　

蠶

雷

萪

固
河

川

清

流

課

公
3
6
6・
7
3
5
9

［
］
「

み

ど

り

の

日

」

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

テ

ニ

ス

大

会

４
月
2
9
日

㈲

〔
予

備
日

５

月

Ｈ

日

回
　

会

場

松

戸

テ

ニ
ス

ク

ラ

ブ
　

種
目

ミ

ッ

ク

ス

ダ

ブ
ル

ス

対

象

テ

ニ
ス

を

職

業

と

し

な

い
人

（
過

去

三

年

間

、
全

日

本

・
イ

ン

タ

ー

カ
レ

ッ

ジ

・
国

体

に
出

場

さ

れ

た

人

は

ご
遠

慮

を

）
　

定
員

先
着

八

十

組
　

曹
用

一

組

六

千

円

Ⅲ

電

話

で
松

戸

テ

ニ
ス

ク

ラ

ブ

昔

3
6
2
・
3
0
4
7

へ

［
］
春

風

コ

ン

サ

ー

ト

３
月
3
0
口

襾

午

後

２

時
　

会
場

馬

橋

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

ア
コ

ー

デ
オ

ン
演

奏

に

よ

る

「
コ

ン

ド

ル

は
飛

ん
で

ゆ
く

≒

川

の
流

れ

の

よ

う

に
」

な

ど
　

費

用

二
百

円

固

斎

藤

昔
3
4
3・
1
4
9
6

［
］
サ

マ

ー

ナ

イ

ト

ウ

オ

ー

ク

実

行

委

員

を

募

集

７
月
1
9
日

出

・
2
0
日

㈲

に
行

う

サ

マ

ー

ナ
イ

ト

ウ

オ

ー

ク

の

運

営

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア

を
募

集

。
月

に

一

度

の
話

し

合

い

（
実
行

委

員

会

）

へ

の
参

加

と

イ

ベ

ン

ト
当

日

の
誘

導

・
救

護

・

炊

き
出

し

な

ど

圓
サ

マ

ー
ナ

イ

ト

ウ

オ

ー

ク

実
行

委

員

会

登
3
6
5・
0
2
3
4

（
月
～

金

曜
口

の
壬

閲
1
0時

～
午

後

４

時
）

【

】
パ

ン

作

り

に

挑

戦

し

よ

う

３

月
2
5
日

㈹

午

前
1
0
時

～

午

後

１

時
　

会

場

市

民

会

館
　

内

容
天

然

酵
母

を

使

っ
た

パ

ン
作

り

と

水

の

話
　

対

乖

小

学
四

年

～

六

年

生

定

員

先
着

二

十

四

人
　

持

ち

物

エ

プ

ロ

ン

・
三

角

き

ん

・
ふ

き

ん
二

枚

春
ｍ

國

百

円

（
材

料

費

）

匣
電

話

で

松

戸

市

消

費
者

の
会

・

後

藤

音
3
4
5・
3
5
1
6

へ

【

】
真

味

の

会

料

理

教

室

「

病

気

予

防

と

食

生

活

」

３

月
3
0
日

㈲

正

午

～

午

後

３

時

会

場

女

性

セ

ン

タ
ー

ゆ
う

ま

つ

ど

内

容

タ

ケ

ノ

コ

と

ジ

ヤ
コ

の

ペ

ベ

ロ

ン

チ

ー
ノ

な

ど
　

定

員

先
着

二

十

人
　

春
用

七
百

円

匝
電

話

で

作

田

音
3
3
5・
0
3
7
7

へ
［

］
キ

ム

チ

の

作

り

方

教

室

３

月
3
0
日

㈲
午

後

１
時

～

４

時

会

場

ｆ

つ

ど
市

民

活

動

サ

ポ

ー
ト

セ

ン

タ

ー
　

定

員

先

着

二

十

人

器
兩

三

千

円

圃
電

話

で

左

合

音
3
3
7・
8
3
3
5

へ
［

］
オ

ー

プ

ン

ス

ク

ー

ル

’ｍ

Ｋ

ｏ

Ｇ

Ａ

Ｎ

Ｅ

３

月
2
2
口

出

―
①
総

合

学
習

環

境

学

生
徒

発
衣

・
「
呈

呑
の
ビ

オ
ト

ー

プ
」（
午

前

９

時

～

正

午

匸

ぶ
ぼ

じ

め
て

の

コ
ン

ピ

ュ

ー

タ
講

座
（
午

前

９

時
3
0
分

～

午

後

３

時
3
0
分

）

⑤

祕

っ
と

知

り

た

い
現

代

史
～

朝

鮮
半

島

の
動

同
と

囗
本

の
対

応
（
午

後

１

時
3
0
分

～

３

時
3
0
分

）
、
３

月

2
3日

㈲

＝
④
ア

ジ
ア

の
人

と
交

流

し

よ

う

～

コ

リ

ア
ン

は
頑

張

り

や

（
午

後

１

時
3
0
分

～

３

時
3
0
分

）

侖
場

い
ず

れ

も

基

立
小

金

高

校

※
費

用

等

は
お

問

い
合

わ
せ

を

圃

②

＝
３

月
1
8
日

次

〔
必

着

〕

ま

で

に

、
（

ガ
キ

に

「

コ

ン

ピ
ュ

ー

タ
」
　・
住

所

・
氏

名

・
電

話
番

り

を

記

人

し

て

、

干
2
7
0
－
0
0
3
2

松

戸

市

新

松

戸

北
一
心

一
四

の

一

小

金

高

校

オ

ー

プ
ン

ス

ク

ー

ル

実

行

委

員

会

へ

、

他

は
当

口

会

場

で

固
小

山

音
3
4
5・
1
8
5
9

（
夜

間

の
み

）

新松戸発

本庁発

本庁・新松戸・

新松戸発

六間川に

矢切支所版

浅
野
真
史
さ
ん
の
愛
犬

は

上
矢
切
在
住
の
浅
野
さ
ん

鮭の稚魚を放流
10周年

本庁発


